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研究成果の概要（和文）： 
 
 本研究では，日本におけるエスニック地理学の構築を目指して，エスニック集団に関する理
論的研究および実証的研究を行うことを目的とした。このため，国内外の先行研究を広範に検
討しながら，エスニック地理学の理論的研究を進めるとともに，日本および海外のエスニック
社会を対象にインテンシブなフィールドワークを実施した。その成果は，山下清海編『エスニ
ック・ワールド』（明石書店，2008 年）として公刊し，2 冊目の書籍の出版計画も進行中であ
る。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 
The purpose of this study is to aim at the construction of ethnic geography in Japan researching 
ethnic groups theoretical and empirically. Therefore, the theoretical researches of ethnic geography are 
advanced while widely examining domestic and foreign previous studies. Intensive fieldworks on ethnic 
communities in Japan and overseas were done at the same time. The result was published as Yamashita, 
K. ed. Ethnic World, by Akashi Shoten in 2008. The publication plan of the second book is progressing,. 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 
 直接経費 間接経費 合 計 
２００６年度 5,400,000 1,620,000 7,020,000 
２００７年度 5,000,000 1,500,000 6,500,000 
２００８年度 4,600,000 1,380,000 5,980,000 
２００９年度 4,100,000 1,230,000 5,330,000 
  年度    
総 計 19,100,000 5,730,000 24,830,000 
 
 
研究分野：人文学 
 
科研費の分科・細目：人文地理学・人文地理学 
 
キーワード：エスニック地理学 文化地理学 民族 人種 移民 エスニシティ 
 
１．研究開始当初の背景  
研究種目：基盤研究（A） 
研究期間：2006～2009   
課題番号：18202027 
研究課題名（和文） 日本におけるエスニック地理学の構築のための理論的および実証的研究 
                     
研究課題名（英文） A theoretical and verificational study on formation of ethnic geography in 
                   Japan 
研究代表者 
山下 清海（YAMASHITA KIYOMI） 
筑波大学・大学院生命環境科学研究科・教授 
 研究者番号：００１６６６６２ 
  
日本においても，エスニック集団に関する
社会的関心は非常に高まっている中で，エス
ニック地理学全般に関するテキストや専門書
はほとんど存在しなかった。そこで，本研究
組織のメンバーは，日本地理学会の「移民・
移住とエスニシティ研究グループ」を結成し，
研究集会を開催し，メーリングリストの運用
により，研究情報の交換を行ってきた。これ
らの活動の中から，今回の企画が生まれた。 
これまでの研究成果を再検討し，エスニッ
ク集団に関する研究を飛躍的に発展させて
いくために，エスニック集団に関する研究を
リードしている研究者を組織して，日本のエ
スニック地理学の構築を目指して，本研究の
計画が立案された。 
 
２．研究の目的 
 
本研究では，日本におけるエスニック地理
学の構築を目指して，エスニック集団に関す
る理論的研究および実証的研究をおこなう
ことを目的とした。 
具体的には，以下の４点に重点を置いて研
究を進めることにした。 
 （1）エスニック地理学の研究視点，概念，
研究方法の明確化 
（2）エスニック集団のホスト社会への適
応パターンの解明 
 （3）エスニックタウンの形成過程・景観・
機能の究明 
 （4）グローバルな視点からの日本国内の
エスニック集団の特色・位置付けの明確化 
  
３．研究の方法 
 
まず，国内外のエスニック地理学に関する
先行研究を参考にしながら，エスニック地理
学の理論的研究を進めることにした。 
次に，日本および海外においてインテンシ
ブなフィールドワークを実施し，実証的研究
の成果を蓄積しながら，エスニック地理学の
理論的発展を目指すという方法をとった。 
本研究組織は計10名からなるが，それぞれ
のメンバーは，以下のような役割を分担した。 
 
(1)理論的研究 
 エスニック地理学の研究展望 （千葉立
也） 
 エスニシティ概念のエスニック地理学へ
の導入に関する検討 （杉浦 直） 
 エスニック集団のホスト社会への適応戦
略の理論化 （矢ヶ崎典隆） 
エスニック集団のすみわけ（セグリゲー
ション）およびエスニックタウンに関する
理論的考察 （山下清海） 
エスニック集団の文化継承に関する理論
的考察 （椿 真智子） 
 
(2)実証的研究 
 <海外> 
 世界各地における華人社会とチャイナタ
ウンの比較研究 （山下清海） 
アメリカ合衆国におけるエスニックタウ
ンの構造と変容 （杉浦 直） 
アメリカ合衆国における多民族・多文化
社会の地域生態学的考察 （矢ヶ崎典隆） 
ハワイおよびブラジルにおける日系人の
職業・団体活動の比較考察 （飯田耕二郎） 
スペイン・バスク地方におけるバスク人
のエスニシティの再構築 （石井久生） 
ヨーロッパにおけるロマ民族（ジプシー）
の社会経済的変容 （加賀美雅弘） 
ヨーロッパにおけるムスリム系コミュニ
ティの変容過程 （大島規江） 
アメリカ合衆国・カナダにおける日系コミ
ュニティの比較考察 （椿 真智子） 
 
<国内> 
日本における定住外国人（コリアン・ブ
ラジル人・インドシナ難民など）のコミュ
ニティ形成 （千葉立也） 
日本における華人社会・チャイナタウン
の変容 （山下清海） 
東京における大久保エスニックタウンお
よび池袋チャイナタウンの形成 （山下清
海） 
在日インド人社会の変容 （澤 宗則） 
 
４．研究成果 
 
本研究は，2006年度に開始して以来，各メ
ンバーは，海外および国内において，各地の
エスニック社会に関する現地調査を実施す
るとともに，関連資料を収集してきた。また，
エスニック地理学の実証的研究の成果を学
会で発表するとともに，一部は論文・図書と
して公刊した。 
山下は海外（アメリカ・インド・ロシア・
ミャンマーなど）および国内のエスニック社
会，特に華人社会について調査を行った。日
系人に関しては，飯田がブラジルやハワイに
おいて，椿がカナダにおいて実証的な研究を
行った。エスニック地理学の理論的考察につ
いては，杉浦が成果をまとめ，同時にアメリ
カやイギリスで調査を行った。千葉は，アイ
ヌ社会に関する考察を実施し，あわせてエス
ニック地理学の理論的研究を進めた。一方，
ヨーロッパについては，加賀美がロマ人につ
いて，石井がスペインのバスク地方について，
大島がオランダのムスリムについて，それぞ
れ現地調査を続けた。澤はインドおよび日本
国内において，インド人社会に関する実証的
および理論的な考察を深めた。 
 定期的に研究集会を開催し，各メンバーが
  
研究の成果を発表し，意見交換を行ってきた。
これにより，本研究に対する共通理解が深ま
った。その結果，本研究メンバーが中心とな
って，2008 年 4 月に，『エスニック・ワール
ド―世界と日本のエスニック社会』（明石書
店）を刊行することができた。本書は，多く
の学会誌に書評が掲載され，日本におけるエ
スニック地理学の発展に大きく寄与するも
のとして，高い評価を受けることができた。 
このほか，各メンバーは，研究分担テーマ
に積極的に取り組み，研究の成果の一部は，
すでに多くの図書，論文等として公刊されて
いる。また，学会においても，本研究のメン
バーの活動は，エスニック地理学への関心を
高めるとともに，若い研究者の研究に大きな
刺激を与え，後継の研究者の育成にも貢献す
ることができた。 
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〔その他〕 
研究成果の一部は，以下のホームページで公
開。 
http://www.sakura.cc.tsukuba.ac.jp/ 
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